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（
ペ
ル
ー
）
、
ス
ル
タ
ン
・
ザ
イ
ナ
ル
・
ア
ビ
ジ
ン

大
学
（
マ
レ
ー
シ
ア
）
、
サ
ン
カ
ル
ロ
ス
大
学
（
フ

ィ
リ
ピ
ン
）
、
国
立
嘉
義
大
学
（
台
湾
）
の
４
カ

国
・
地
域
の
４
校
が
参
加
し
ま
し
た
。

２
０
０
８
年
度
か
ら
毎
年
実
施
し
て
き
た
行
事
が
、

昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ

り
計
画
が
延
期
さ
れ
、
今
年
度
も
開
催
が
危
ぶ
ま
れ

ま
し
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
実
施
を
初
め
て
試
み
、
13

回
目
を
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
「
持
続
可

能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
達
成
の
た
め
の
学
生

国
際
オ
ー
タ
ム
ス
ク
ー
ル
」
を
テ
ー
マ
に
、
国
際
交

流
の
活
性
化
、
ま
た
共
同
研
究
始
動
の
機
会
と
し
ま

し
た
。

１
日
目
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
し
、
本

学
の
ホ
ス
ト
教
員
と
参
加
大
学
教
員
の
自
己
紹
介
や

留
学
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。
本
学
で
学
ん
で
い
る

国
費
・
私
費
留
学
生
の
代
表
各
１
名
が
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
学
生
の
立
場
か
ら
広
島
と
い
う

地
や
生
活
環
境
に
つ
い
て
も
説
明
し
、
質
疑
応
答
で

は
参
加
者
と
の
活
発
な
交
流
が
あ
り
ま
し
た
。

２
日
目
は
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
参
加

大
学
の
教
員
５
名
と
本
学
教
員
１
名
が
、
各
国
に
お

け
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
達
成
す
る
た
め
の
取
り
組
み
や
、

ど
の
よ
う
に
貢
献
し
、
課
題
は
何
か
な
ど
に
つ
い
て

発
表
。
質
疑
応
答
を
通
し
て
議
論
を
深
め
ま
し
た
。

こ
の
２
日
間
以
外
に
も
２
つ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ロ

グ
ラ
ム
ワ
ー
ク
を
開
催
し
ま
し
た
。
10
月
22
日
に
は
、

ペ
ル
ー
の
国
立
サ
ン
マ
ル
コ
ス
大
学
と
「
経
済
的
な

海
洋
資
源
の
遺
伝
学
と
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
」
を

実
施
し
、
日
本
と
ペ
ル
ー
の
商
業
的
に
重
要
な
海
洋

資
源
の
生
物
学
を
理
解
す
る
た
め
の
遺
伝
的
手
法
の

使
用
に
つ
い
て
議
論
し
ま
し
た
。

ま
た
11
月
３
日
に
は
、
台
湾
の
国
立
嘉
義
大
学
と

「
瀬
戸
内
海
お
よ
び
豊
後
水
道
に
生
息
す
る
甲
殻
類

の
種
同
定
」
を
実
施
し
、
練
習
船
「
豊
潮
丸
」
で
の

研
究
航
海
中
に
採
捕
さ
れ
る
甲
殻
類
を
、
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
シ
ス
テ
ム
を

利
用
し
て
同
時
に
観

察
し
、
あ
ら
か
じ
め

両
者
が
手
元
に
準
備

し
た
図
鑑
類
を
活
用

し
て
観
察
・
同
定
を

し
ま
し
た
。
双
方
の

大
学
に
は
甲
殻
類
生

物
学
の
専
門
家
を
置

き
、
両
大
学
の
学
生

に
同
時
に
指
導
を
し

ま
し
た
。

２
つ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
ワ
ー
ク
で
は
サ
イ

エ
ン
ス
を
軸
と
し
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
る

海
外
か
ら
の
渡
航
制
限
の
た
め
、
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
招
へ
い
が
実
施
で
き
な
い
状
況
が
続

い
て
い
る
。
科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
交
流
に
よ
り
醸
成
さ
れ
た
海
外
の
送
出
し

機
関
と
日
本
の
受
入
れ
機
関
の
良
好
な
関
係
を
継
続
さ

せ
る
た
め
、
ま
た
新
た
な
交
流
に
向
け
た
準
備
の
た
め

に
、
各
機
関
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
支

援
を
続
け
て
い
る
。
今
回
は
広
島
大
学
と
一
般
財
団
法

人
海
外
産
業
人
材
育
成
協
会
が
実
施
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

│
・
│
・
│
・
│
・
│
・
│
・
│
・
│
・
│
・
│

広
島
大
学
の
活
動
報
告

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
の
た
め
の

国
際
オ
ー
タ
ム
ス
ク
ー
ル
開
催

広
島
大
学
生
物
生
産
学
部
で
は
、
さ
く
ら
サ
イ
エ

ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
支
援
の
も
と
２
０
２
１
年
10
月
14

日
〜
11
月
３
日
に
国
際
オ
ー
タ
ム
ス
ク
ー
ル
を
開
催

し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
国
立
サ
ン
マ
ル
コ
ス
大
学

学
生
の
国
際
交
流
を
深
め
、
留
学
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
向
上
の
み
な
ら
ず
、
実
施
教
員
を
加
え
た
共
同
研

究
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
で
き
ま
し
た
。
今
年
度
は

オリエンテーション参加者で記念撮影

オンラインプログラムワーク

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激

第
292
回

＝
特
別
連
載
＝

鈴木　卓弥
（広島大学
生物生産学部教授、
副学部長）
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学
生
の
国
際
交
流
を
深
め
、
留
学
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
向
上
の
み
な
ら
ず
、
実
施
教
員
を
加
え
た
共
同
研

究
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
で
き
ま
し
た
。
今
年
度
は

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
よ
り

多
く
の
参
加
者
を
迎
え
実
り
あ
る
時
間
を
共
有
し
、

無
事
オ
ー
タ
ム
ス
ク
ー
ル
を
終
え
ま
し
た
。

Ａ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
の
活
動
報
告

ド
ロ
ー
ン
用
い
た

建
設
業
界
に
お
け
る
問
題
解
決

一
般
財
団
法
人
海
外
産
業
人
材
育
成
協
会
（
Ａ
Ｏ

Ｔ
Ｓ
）
で
は
、
イ
ン
ド
工
科
大
学
グ
ワ
ハ
テ
ィ
校

（
Ｉ
Ｉ
Ｔ

－

Ｇ
）
の
学
生
に
向
け
、
今
年
１
月
27
日

に
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
た
（
コ
ロ
ナ
禍
で
、
日

本
へ
招
へ
い
す
る
形
式
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
に
変

更
）
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
テ
ー
マ
は
、
土
木
工
学
の
学

生
に
関
心
が
高
い
と
思
わ
れ
る
「
ド
ロ
ー
ン
を
用
い

た
建
設
業
界
に
お
け
る
問
題
解
決
」
と
し
、
講
師
も

参
加
者
も
そ
れ
ぞ
れ
の
拠
点
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
参

加
し
た
。

Ａ
Ｏ
Ｔ
Ｓ
と
Ｉ
Ｉ
Ｔ

－

Ｇ
は
、
２
０
１
９
年
５
月

に
人
材
育
成
、
研
究
協
力
、
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
等
に
関

す
る
包
括
的
な
協
力
関
係
を
構
築
す
る
た
め
の
協
力

覚
書
を
締
結
し
、
友
好
的
な
関
係
を
築
い
て
き
た
。

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
同
覚
書
に
基
づ
い
て
計
画
さ

れ
た
も
の
で
、
実
施
に
あ
た
り
Ｉ
Ｉ
Ｔ

－

Ｇ
か
ら
は

前
向
き
な
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

イ
ン
ド
で
は
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
蔓
延
に
よ
り
、
同
校
の
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
自
由

な
行
動
が
制
限
さ
れ
、
学
生
は
寄
宿
舎
か
ら
の
参
加

と
な
る
こ
と
を
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
参
加
者
数
に
つ

い
て
心
配
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
担
当
教
員
の
協
力
が

あ
り
、
土
木
工
学
以
外
の
学
生
も
参
加
さ
れ
た
様
子

で
、
当
日
は
大
き
く
予
想
を
上
回
る
参
加
者
数
（
70

名
前
後
）
と
な
っ
た
。

今
回
の
講
義
は
、
㈱
ス
カ
イ
ロ
ボ
ッ
ト
（
東
京
都

千
代
田
区
丸
の
内
、
２
０
１
４
年
９
月
創
業
）
の
協

力
で
実
現
し
た
。
同
社
は
ド
ロ
ー
ン
、
周
辺
機
器
や

ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
販
売
、
レ
ン
タ
ル
、
各
種
ド
ロ
ー

ン
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
・
サ
ー
ビ
ス
や
ド
ロ
ー
ン
ス
ク

ー
ル
の
運
営
を
手
掛
け
る
企
業
で
あ
り
、
担
当
講
師

は
社
員
の
松
永
恭
輝
氏
で
あ
っ
た
。
Ｉ
Ｉ
Ｔ

－

Ｇ
の

学
生
に
と
っ
て
年
齢
的
に
も
近
い
松
永
講
師
に
よ
る

流
暢
な
英
語
で
の
講
義
は
、
聴
講
者
を
飽
き
さ
せ
な

い
工
夫
が
随
所
に
見
ら
れ
た
。
複
数
の
動
画
が
効
果

的
に
使
用
さ
れ
、
ド
ロ
ー
ン
の
魅
力
が
余
す
と
こ
ろ

な
く
伝
え
ら
れ
た
。

ま
た
、
建
設
業
界
に
と
ど
ま
ら
な
い
様
々
な
分
野

で
の
ド
ロ
ー
ン
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
テ
ン
ポ
よ
く

プ
レ
ゼ
ン
が
進
行
。
学
生
は
大
変
集
中
し
て
受
講
し

て
い
た
様
子
が
窺
え
、
最
後
の
質
疑
応
答
で
も
Ｉ
Ｉ

Ｔ

－

Ｇ
の
学
生
ら
し
い
技
術
的
な
質
問
が
複
数
寄
せ

ら
れ
て
い
た
。

Ｉ
Ｉ
Ｔ

－

Ｇ
の
土
木
工
学
科A

njan	K
um
ar

准
教
授
か
ら
は
、
「
大
変
、
有
益
な
セ
ミ
ナ
ー
で

あ
っ
た
。
次
回
は
社
会
的
な
利
益
の
た
め
に
利
用

で
き
る
、
ド
ロ
ー
ン
技
術
の
よ
り
実
践
的
な
使
用

方
法
に
つ
い
て
の
講
義
を
期
待
し
た
い
」
と
い
う

コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
日
本
へ
の
招
聘

が
困
難
な
状
況
が
続
い
て
い
る
が
、
交
流
が
再
開

で
き
る
見
通
し
が
立
て
ば
ぜ
ひ
、
同
校
の
学
生
を

日
本
に
招
聘
し
た
い
。
最
後
に
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム

実
施
に
あ
た
り
協
力
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ
て

の
関
係
者
の
方
々
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

スカイロボット社	松永講師

IIT-G	クマール准教授

佐々木　明子
（海外産業人材育成協会
グローバル事業部）




